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福永
一

夫先生 を悼む
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　本学会初代会長，福永
一一

夫先生 は
， 平成 12年 2 月 1  目早朝 ， 多臓器不全 の た め 82歳の 生涯 を閉 じられ ました．戦後 の

混乱期から 40余年 に亘 っ て ， 試験 ・研究業務を主軸 に ， 生涯 を病害虫の 防除と農薬の 発展に捧げられ，わ が国の植物防疫

体制 の 基礎 の 確立 に果た され た先生 の 偉大な功績は，長 くその 歴史に 残るもの と信 じます，先生 の ご 逝去は，日本農薬学会

は もとより，
日本応用動物昆虫学会 をは じめ 広 く関連学会 お よび関連分野 に と っ て ， きわ め て大きな損失 で あり， 痛惜に堪

えない 次第 で あ ります．

　先生 は 大正 6 年 4 月 9 日滋賀県 で お生まれ に な り， 第三 高等学校 を経 て ， 東京帝国大学農学部 に 入学 ， 昭和 15年 3 月農

芸化学科 をご卒業後，直ちに農林省農業試験場に 入省さ れ，研究業務に従事さ れました．
一

時兵役に服さ れた あと，昭和 24

年 10月同試験場農薬部長代理 に就任 さ れ ， 翌 25 年 4 月， 改組 に よ F）農林省農業技術研 究所が 設立 さ れ た時，同研 究所病理

昆虫部農薬科長に就任さ れ ました．昭和 47年 8 月に 農林省を退官され るまでの 20余年間，一
貰 して農薬に関する試験 研

究業務に 従事され，常に その 指導的立場 で，新農薬の 導入，農薬 の 有効利用 ， 新農薬 の 創製 に 力を注が れ ました．

　
一

方， 昭和 38年 9 月， 理化学研究所に農薬部門が新設さ れ た時，同研究所農薬第
一

研究室（昭和 42年 6 月よ
1
り昆虫薬理

研究室と改称）の 主任研究員を兼務 され，新農薬創製 を目指 して，薬物 の 作用機構 と代謝研究 を展開 さ れ ました ，農林省退

官後 は
， 理化学研究所専任 と な り， 同研 究室主任研 究貝お よ び 生物試験室の 主任研究員を兼務され，新農薬創製に向けて，

さ らに広い 視野か ら，新しい 作用機構に基づ く薬物の 開発 に意を注が れ ました．

　昭和 53年 3 月理化学研究所を定年退職され ，
4 月よ り財団法人残留農薬研 究所技術顧聞に就任 され ， その 職務を果た さ

れ て お ります．

　先生が 農林省農業技術研究所 に 勤務 され た 当時 は，戦後 の 苦難 に 満 ち た時代で し た．中で も食糧 の 確保 は，国をあげて の

一
大プ ロ ジ ェ ク トで，欧米か ら次 々 と新しい 農薬が 導入 さ れ，その 中か らわが 国の 農作物 に適 した もの が 選 ば れ た結果，単

位面積当た りの 収量は急速 に伸 び た時代 で した．しか し，一方 で は い つ まで も外国 に依存す る事へ の 反省 もあ り，また 人聞

や環境 に対する農薬の 悪影響 も社会問題化する ように な りました、その ような背景か ら，こ の プ ロ ジ ェ ク トの 最前線で活躍

する先生 は，国産 で，しか も人間や環境 に 優 しい 農薬の 創 製の た め に ，抗生物質 に 凵を付けられ ました，イネ の 最大病害 で

あるい もち病は ， 戦後の 食糧不足 の
一
大原因で，当時有機水銀剤に よ る防除が功を奏し，問題は

一
応解決 して は い ました が，

水銀を環境中に放出するこ とが 大 きな問題 とな っ てい ました．昭和 28年 ， 先生は東京大学住木教授 と共同して，農業用抗

生物質の 研究に 着手 し， 殺菌性 を有するブ ラ ス トサ イ ジ ン を発 見 さ れ ま した．こ の ブ ラ ス トサ イ ジ ン 生産放線菌は ス トレ プ

トミセ ス
・グリセ オ クロ モ ゲ ネ ス

・
フ クナガ と命名 されてお ります．こ の 研究 により先生は，昭和 33年 3月東京大学 より

農学博 士 の 学位 を授与 さ れました．そ の 後 ， 多くの 人連 の 協力を得 て ，
ブ ラ ス トサ イ ジ ン S と して実 用 化 さ れ て お ります．

ブ ラス トサ イジ ン S が農薬 と して 登録され た 昭和 36 年は，丁度有機水銀剤が 環境 問題 で使川中止の 事態に 立 ち至 ろ うとす

る時期で もあっ た た め，ブラス トサイジ ン S の 登場は有機水銀剤 の 使用中止を早 め るとともに，それ以後の 低毒性農薬の 開

発研究に
一

層の 拍車をか け た点 で意義深 く，こ れに深く関わ っ た先生 の 功績は高く評価さ れ，先生 は昭和 37 年度 日 本農学

賞，昭和 38年度農林大 臣賞の 栄に輝 い てお 1ります．
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　理化学研究所 で は，薬剤の 作用機構お よび代謝研究を通 じて，より低毒性の 農薬の 開発 を目指す と共 に，従来の 毒物 に よ

る害虫防除か ら，昆虫の 生理や生態の 攪乱に よる害虫防除へ と，発想 の 転換を強調さ れ ました．当時国内に は，大規模な生

物試験 ， 昆虫飼育施設が な く， 化合物の ス ク リーニ ン グは外国に依頼しなければならない 状態 に あ り ま した の で ， 大規模な

ス ク リ
ー

ニ ン グ と新規作用機構に 基づ く害虫制御剤開発研究を目指して，昭和 45年に理化学研究所 にイン セ ク トロ ン 棟が

完成 しました．先生 は こ の 施設 を利用 して，ニ カ メ イ ガ ，
ツ マ グロ ヨ コ バ イ，ウ ン カ類な ど代表的 な農作害虫の 大量飼育 と

昆虫の ホ ル モ ン や フ ェ ロ モ ン な どをタ
ー

ゲ ッ トとす る害虫制御剤の 基礎研究お よび 生物検定 を押 し進め られ ました．こ の

研究成果はその 後の 低毒性害虫制御剤や フ ェ ロ モ ン 剤 の 開発 に つ なが っ て お り，現在も総合的害虫管理や発生予察の
一

環

と して広 く取 り入れ られて お ります．

　先生 は，わ が国の 農業発展 の た め に，昭和 50年に 設立され た 日本農薬学会 の 初代会長 に就任され，卓抜 した企画力 と実

行力を以て 設立初期 の 種 々 の 困難を克服 し， 組織 の 拡大 と経済的基盤 の 確立 に努力されました．現在 で は 本学会 の 基盤 は 整

い ，数 多い 学会の 中の 代表的な
一

つ と して 活動して お ります が ， 今 冂の 隆盛 に 至 る基礎を築い た先生 の 功績は 極めて 高 く評

価 されてお ります．また，先生 は国際会議開催 に も非常に積極的で，日本農薬学会が 設立されるまで は，日米セ ミナ
ー

ほ か

多くの 国際会議 を主催 し，わが国の 農薬界の国際化 と若手研究者 の 育成 に意を注が れ ま した．

　その 他 ， 先生は 日本学術会議植物保護研究連絡委貝会 （昭和 32年〜38 年）， 環境庁水質保全局農薬残留対策調査技術委

員会 （昭和48 年〜52年）， 環境庁水銀汚染調査検討委員会 （昭和 48年 〜49年）などの 専門委員を務め られ ， 植物保護や環

境保護政策 の ため の 重責を果た さ れ ま した，こ れ ら先生 の 多年 の ご功績に対して は ， 昭和 62年春に勲 三 等瑞宝章が 授与さ

れ て お ります．

　先生は頭脳明 晰 で，理 路整 然 と した 先生 の 理論展開は，私達に 常に信頼 と敬服 の 念を抱かせ，また先生の 「先見の 明」に

は常に 感心 させ られました．こ れ も先生が先進諸国の 事情に 明 る か っ た た め と思わ れ ます．先生が 残された 数 々 の 業績 に ，

先見性の
一

端が よく伺えます．

　世間の 「農薬ばなれ」か ら，大学や 企業で 「農薬」の 語 が 次 々 と消 え，日本農薬学会 で も名称変更 が 真剣 に討議され た こ

とが ありました．その 時先生は い つ も「名より実を」を持論と して ， 農薬 の 質を高め る事 と農薬 の 必要性を広く世間に広め

る啓蒙活動に意 を注 ぐこ と を主張 され て お られ ました．先生 の 農薬に 対する情熱が，今後の 農薬科学 と農薬学会 の 発展 をさ

らに高めるこ とを信じつ つ ，安らか に ご永眠下 さい ますようお祈 り申し上げます。

　なお ，
2 月 10 日正 5位 に 叙せ ら れ ま した こ と を申し添 えます，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 東京農業大学総合研 究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 満井　喬 （理化学研究所名誉研究貝）
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